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本研究は、言語・コミュニケーション能力の獲得に、脳、認
知、運動の機能発達がどのように関与しているか、発達障害
を予測する生理学的、行動学的因子は何かを明らかにするこ
とを目的としている。具体的には、自閉スペクトラム症（ＡＳ
Ｄ）のリスクを持つ非定型発達と定型発達の乳児から幼児を
対象に、脳機能、知覚・認知機能、運動機能を縦断的に計測す
るコホート研究を行おうとするものである。 

fNIRS（functional Near-Infrared Spectroscopy）計測により
言語発達の脳機構の解明を目指す点において学術的独自性が
高く、国際的にも先端的な研究成果が期待される。また、臨床
への応用も視野に入れており波及効果が大きいと判断でき
る。 
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